
防
研
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９９２（平成４）年生まれ、東京都出身。慶應義

塾大学総合政策学部卒業、ロンドン大学政治経

済学院（ＬＳＥ）国際関係学部大学院修士課程修

了。２０１９年防衛研究所入所。専門は欧州の安全

保障。主な論文に「ＮＡＴＯの改革からみるバ

ルト海地域防衛の変化――２０１４年と２０２２年を契

機として」『安全保障戦略研究』（第３巻第２号、

２０２３年３月）、「ＮＡＴＯの対中政策の可能性と

限界――同盟機能からの検討」『国際安全保障』

（第�巻第３号、２０２１年�月）などがある。

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の田中研究員が今

回のテーマをさらに深掘り

して解説し、防衛省職員と

突っ込んだ議論を行う「防

研セミナーブリーフィン

グ」が�月�日（金）午後

３時～４時まで、市ヶ谷の

Ｆ１棟６階「国際会議場」

で開かれます。参加者・聴

講者は隊員に限定します。

ご興味ある方は奮ってご参

加ください。▽問い合わせ

＝防研企画調整課�―３２６８

―３１１１（内線２９１７７）まで。

ロ

シ

ア

の

侵

略

と

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

の

対

応

　

２

０

２

２

年

２

月

�

日

、

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

略

が

始

ま

っ

た

。

こ

れ

に

対

す

る

北

大

西

洋

条

約

機

構

（

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

）

の

対

応

は

迅

速

だ

っ

た

。

　

侵

略

の

初

日

に

は

、

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

東

方

の

８

カ

国

（

バ

ル

ト

３

国

、

ポ

ー

ラ

ン

ド

、

チ

ェ

コ

、

ス

ロ

バ

キ

ア

、

ル

ー

マ

ニ

ア

、

ブ

ル

ガ

リ

ア

）

が

北

大

西

洋

条

約

第

４

条

に

基

づ

く

緊

急

の

協

議

を

要

請

し

、

北

大

西

洋

理

事

会

は

防

衛

計

画

の

発

動

を

決

定

し

た

。

そ

れ

に

伴

い

、

「

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

即

応

部

隊

（

Ｎ

Ｒ

Ｆ

）

」

が

２

０

０

３

年

の

結

成

以

来

、

初

め

て

加

盟

国

の

防

衛

の

た

め

に

動

員

さ

れ

た

ほ

か

、

以

降

も

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

は

抑

止

・

防

衛

態

勢

を

強

化

し

て

い

る

。

　

こ

う

し

た

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

の

対

応

は

、

北

大

西

洋

地

域

の

集

団

防

衛

組

織

と

し

て

当

然

に

思

え

る

が

、

実

際

は

さ

ま

ざ

ま

な

改

革

を

経

た

結

果

で

も

あ

っ

た

。

　

冷

戦

後

、

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

加

盟

国

は

地

理

的

に

拡

大

し

た

も

の

の

、

そ

の

活

動

は

域

外

で

の

も

の

が

多

く

、

欧

州

防

衛

は

形

骸

化

し

た

と

も

言

え

る

状

況

だ

っ

た

。

そ

れ

を

変

え

た

の

が

、

�

年

の

ロ

シ

ア

に

よ

る

ク

リ

ミ

ア

併

合

と

そ

れ

に

続

く

ウ

ク

ラ

イ

ナ

東

部

に

お

け

る

紛

争

だ

。

　

�

年

以

降

、

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

は

欧

州

防

衛

の

改

革

を

始

め

た

。

ま

ず

は

、

Ｎ

Ｒ

Ｆ

を

４

万

人

態

勢

ま

で

拡

充

し

つ

つ

、

「

高

度

即

応

統

合

任

務

部

隊

」

を

創

設

し

た

。

次

に

、

ロ

シ

ア

に

隣

接

す

る

ポ

ー

ラ

ン

ド

と

バ

ル

ト

３

国

に

は

強

化

さ

れ

た

前

方

展

開

（

Ｅ

Ｆ

Ｐ

）

と

し

て

大

隊

規

模

の

戦

闘

群

を

配

備

し

た

。

　

さ

ら

に

、

増

援

態

勢

を

拡

充

し

つ

つ

、

「

統

合

軍

司

令

部

（

Ｊ

Ｆ

Ｃ

）

」

を

既

存

の

ブ

ル

ン

サ

ム

（

蘭

）

と

ナ

ポ

リ

（

伊

）

に

加

え

て

ノ

ー

フ

ォ

ー

ク

（

米

）

に

も

開

設

し

、

ウ

ル

ム

（

独

）

に

も

兵

站

を

担

当

す

る

統

合

支

援

司

令

部

を

開

設

し

た

。

　

ま

た

、

�

年

以

降

は

個

別

の

地

域

や

事

態

に

合

わ

せ

た

防

衛

計

画

を

承

認

し

た

。

さ

ら

に

冷

戦

期

の

柔

軟

反

応

戦

略

を

最

後

あ

い

ま

い

に

そ

の

位

置

付

け

が

曖

昧

に

な

っ

て

い

た

軍

事

戦

略

に

つ

い

て

も

�

年

に

新

た

に

承

認

し

た

。

　

こ

う

し

て

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

は

即

応

・

増

援

態

勢

を

強

化

す

る

と

共

に

、

そ

れ

を

支

え

る

計

画

や

戦

略

を

策

定

し

、

欧

州

防

衛

の

態

勢

を

再

構

築

し

て

き

た

。

そ

う

し

た

積

み

重

ね

が

、

�

年

の

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

略

を

「

脅

威

」

と

認

識

し

た

加

盟

国

に

対

す

る

迅

速

な

防

衛

の

提

供

に

つ

な

が

っ

た

。

抑

止

・

防

衛

態

勢

の

強

化

へ

改

革

を

加

速

　

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

略

を

受

け

、

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

は

抑

止

・

防

衛

態

勢

の

改

革

を

加

速

し

た

。

ま

ず

、

�

年

に

は

Ｅ

Ｆ

Ｐ

の

戦

闘

群

の

大

隊

規

模

か

ら

旅

団

規

模

へ

の

拡

大

と

、

そ

の

配

備

の

ブ

ル

ガ

リ

ア

、

ハ

ン

ガ

リ

ー

、

ル

ー

マ

ニ

ア

、

ス

ロ

バ

キ

ア

へ

の

拡

大

を

決

定

。

既

に

各

国

へ

の

配

備

が

開

始

さ

れ

た

ほ

か

、

戦

闘

群

の

規

模

も

徐

々

に

拡

大

し

て

い

る

。

　

次

に

、

即

応

・

増

援

態

勢

の

拡

大

だ

。

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

は

�

年

に

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

兵

力

モ

デ

ル

（

Ｎ

Ｆ

Ｍ

）

を

採

用

し

た

。

Ｎ

Ｆ

Ｍ

は

危

機

の

発

生

か

ら

�

日

以

内

に

�

万

人

、

�

～

�

日

以

内

に

�

万

人

、

�

～

１

８

０

日

以

内

に

�

万

人

の

計

�

万

人

の

兵

力

を

動

員

す

る

計

画

だ

。

　

こ

の

う

ち

、

�

年

６

月

に

�

万

人

を

即

応

態

勢

に

置

い

た

こ

と

を

発

表

し

た

。

引

き

続

き

、

残

り

�

万

人

の

確

保

を

試

み

て

い

る

と

推

測

さ

れ

る

。

　

Ｎ

Ｆ

Ｍ

の

中

核

部

隊

で

あ

る

連

合

対

応

部

隊

（

Ａ

Ｒ

Ｆ

）

も

今

年

７

月

に

発

足

し

た

。

Ａ

Ｒ

Ｆ

は

従

来

の

Ｎ

Ｒ

Ｆ

の

役

割

を

引

き

継

ぐ

も

の

で

、

マ

ル

チ

ド

メ

イ

ン

能

力

を

保

有

し

つ

つ

、

よ

り

軽

量

な

戦

力

構

成

と

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

に

よ

り

迅

速

な

展

開

が

可

能

と

な

り

、

大

規

模

な

増

援

に

つ

な

げ

る

重

要

な

部

隊

と

な

る

だ

ろ

う

。

　

こ

れ

に

先

立

ち

、

昨

年

は

「

地

域

防

衛

計

画

」

が

承

認

さ

れ

た

。

こ

の

計

画

は

「

大

西

洋

・

ハ

イ

ノ

ー

ス

」

「

中

欧

」

「

南

東

欧

」

と

い

う

３

つ

の

地

域

の

防

衛

計

画

か

ら

構

成

さ

れ

て

お

り

、

そ

れ

ぞ

れ

ノ

ー

フ

ォ

ー

ク

、

ブ

ル

ン

サ

ム

、

ナ

ポ

リ

の

Ｊ

Ｆ

Ｃ

が

指

揮

統

制

を

担

う

。

　

�

年

以

降

の

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

の

防

衛

計

画

は

、

地

域

や

事

態

ご

と

の

個

別

の

防

衛

計

画

だ

っ

た

が

、

こ

の

「

地

域

防

衛

計

画

」

は

、

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

全

域

に

対

す

る

包

括

的

な

防

衛

計

画

と

位

置

付

け

ら

れ

て

い

る

。

効

率

化

や

実

効

性

の

向

上

が

今

後

の

課

題

　

以

上

の

よ

う

に

、

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

は

部

隊

の

拡

大

・

改

編

や

防

衛

計

画

の

承

認

と

い

っ

た

改

革

を

進

め

て

き

た

。

今

後

は

部

隊

運

用

の

効

率

化

や

防

衛

計

画

の

実

効

性

向

上

が

課

題

と

い

え

よ

う

。

　

そ

こ

で

議

論

さ

れ

て

い

る

の

が

、

フ

ィ

ン

ラ

ン

ド

と

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

の

加

盟

に

伴

う

指

揮

統

制

と

防

衛

計

画

の

改

編

だ

。

　

現

在

、

両

国

は

「

中

欧

」

の

防

衛

計

画

を

担

当

す

る

「

Ｊ

Ｆ

Ｃ

ブ

ル

ン

サ

ム

」

の

責

任

区

域

と

さ

れ

て

い

る

が

、

「

Ｊ

Ｆ

Ｃ

ブ

ル

ン

サ

ム

」

は

既

に

バ

ル

ト

３

国

・

ポ

ー

ラ

ン

ド

と

い

う

最

前

線

も

担

当

し

て

お

り

、

北

欧

の

両

国

ま

で

を

責

任

区

域

と

す

る

の

は

相

当

な

負

担

と

な

っ

て

い

る

。

　

そ

の

た

め

、

「

大

西

洋

・

ハ

イ

ノ

ー

ス

」

の

防

衛

計

画

を

担

当

す

る

「

Ｊ

Ｆ

Ｃ

ノ

ー

フ

ォ

ー

ク

」

の

責

任

区

域

に

移

管

す

る

こ

と

が

検

討

さ

れ

て

い

る

。

　

確

か

に

「

Ｊ

Ｆ

Ｃ

ノ

ー

フ

ォ

ー

ク

」

は

英

国

の

ほ

か

、

ノ

ル

ウ

ェ

ー

、

デ

ン

マ

ー

ク

な

ど

の

北

欧

諸

国

を

責

任

区

域

と

し

て

い

る

と

み

ら

れ

、

新

規

加

盟

の

両

国

も

そ

こ

に

移

管

さ

れ

る

の

は

合

理

的

な

よ

う

に

見

え

る

。

　

し

か

し

、

そ

う

な

る

と

北

欧

と

バ

ル

ト

３

国

・

ポ

ー

ラ

ン

ド

の

指

揮

統

制

の

系

統

が

分

か

れ

る

こ

と

に

な

り

、

バ

ル

ト

海

地

域

防

衛

の

一

体

性

を

損

な

う

懸

念

が

指

摘

さ

れ

る

。

　

こ

う

し

た

問

題

を

受

け

、

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

は

Ｊ

Ｆ

Ｃ

や

地

域

防

衛

計

画

の

改

編

を

議

論

し

て

い

る

よ

う

だ

。

　

こ

の

ほ

か

、

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

と

加

盟

国

の

部

隊

の

移

動

の

効

率

化

も

進

め

ら

れ

て

い

る

。

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

と

加

盟

国

は

有

事

の

際

に

、

大

規

模

な

部

隊

を

欧

州

の

前

線

に

派

遣

す

る

こ

と

に

な

る

が

、

そ

の

移

動

を

各

国

の

軍

隊

の

入

境

手

続

き

や

基

準

に

合

わ

な

い

イ

ン

フ

ラ

が

阻

害

す

る

可

能

性

が

�

年

以

降

認

識

さ

れ

た

。

　

欧

州

で

は

欧

州

連

合

（

Ｅ

Ｕ

）

が

そ

れ

ら

の

分

野

の

政

策

に

関

係

し

て

お

り

、

�

年

以

降

、

Ｅ

Ｕ

は

軍

事

機

動

性

と

い

う

事

業

の

も

と

に

各

種

見

直

し

を

進

め

て

い

る

。

こ

れ

は

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

と

Ｅ

Ｕ

の

連

携

が

不

可

欠

な

分

野

で

あ

り

、

両

者

の

協

力

の

旗

艦

事

業

と

位

置

付

け

ら

れ

て

い

る

。

　

こ

う

し

た

改

革

が

進

む

一

方

で

、

大

局

的

に

言

え

ば

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

は

米

欧

の

結

束

を

維

持

す

る

た

め

の

組

織

で

も

あ

る

。

国

際

情

勢

が

不

安

定

化

す

る

中

、

今

年

�

月

の

米

大

統

領

選

の

結

果

に

よ

っ

て

は

米

欧

関

係

が

悪

化

す

る

と

の

見

方

も

あ

る

。

　

そ

の

よ

う

な

状

況

下

で

も

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

が

米

欧

関

係

の

安

定

の

礎

と

し

て

機

能

で

き

る

か

否

か

が

、

欧

州

の

防

衛

態

勢

の

向

上

の

た

め

に

も

最

大

の

課

題

と

言

え

る

の

か

も

し

れ

な

い

。


